
新宿NPO協働推進センター 広報誌 

えぬぽっぷん  
NPO POP NEWS 略して『Npop’n』！  

新宿NPO協働推進センターから、社会貢献活動に関連したポップな話題をお伝えします！ 

NPOと行政の協働事業提案講座 
～そこが知りたい！協働事業のポイント～ 

日 時：3月10日（月）、3月17日（月） 

    18:30～20:30 

内 容：行政との協働事業提案時の押さえるべ

きポイントを知り、具体例から学ぶ 

対 象：行政との協働を考えている社会貢献団

体・法人 の方 

場 所：新宿NPO協働推進センター501会議室 

参加費：2,000円（各回1,000円） 

講 師：矢代隆嗣 氏（株式会社アリエールマ

ネジメントソリューションズ 代表） 

★参加希望の方は、電話、FAX、メールにて、
センターへご連絡下さい。（下記問合せ先） 

 センター全館を利用して行う一大イベント

「NPOセンターまつり新宿2014」を、一緒に盛り

上げてくださる方々を募集します。 

 ボランティア未経験でも大丈夫！できることを、

できる範囲で、お手伝いいただけたら嬉しいです。  

◆応募要件 

 どなたでも（未成年は保護者の同意書が必要）

◆応募締切 

 2014年4月30日（水）（必着） 

◆活動日・内容 

「準備から」「当日だけ」など、ご希望を伺い、

相談しながら決定します。 

◆応募方法 

氏名・年齢・電話番号を、電話又はメールにてセ

ンターまでご連絡ください。 

シンポジウム「非営利(NPO)≠￥０(無償)」 
市民社会を支える“お金”(財源)の意味を考える 

日 時：3月6日（木）13:30～16:30 

内 容： 

・基調講演「市民が支える市民社会活動の財源」 

・パネルディスカッション 

 「資金供給サイドが考えるNPO支援の視点」 

※終了後、懇親会実施予定 

場 所：新宿NPO協働推進センター501会議室 

参加費：1,000円 

◆企業の社会貢献活動事例紹介 

 

京王プラザホテル 

 「ユニバーサルルーム」や 

補助犬用のトイレ設置など、 

誰でも泊まりやすい工夫がさ 

れています。また、震災時な 

ど非常時に備え、日ごろから 

備蓄や訓練を行なっており、ハード・ソフトの両

面を含めたバリアフリーの精神を大事にしている

とのこと。 

 さらに年1回、「ボランティアプラザ」（本年は

4月18日）というチャリティイベントを開催。収益

金を各種団体へ寄付し、社会貢献を図っています。 

 

和光堂 

 全国各地で「赤ちゃんの栄養相談」を実施し、

一人ひとりに合わせた細やかな指導を継続して行

なっています。 

 2013年度は、学校と協力をして、子どもたちに

食や環境に関する出張授業や地域の清掃活動、災

害復興支援と幅広い活動を行ないました。  

 また、和光堂育児サポートセンター「わこちゃ

ん広場」（新宿区西新宿5－25－11）では、NPO

法人と一緒に「食 

育交流カフェ」を 

実施しました。 

◆NPOの社会貢献活動事例紹介 

 

ストローク会 

 就労（当センター等、区内10数か所のビル清

掃）を通じて、精神障がい者の「自立」と「社会

参加」を当事者とともに進めてきました。 

 また、当事者と家族、関係者などを対象とした、

講座や交流の場なども提供しています。 

 障がいのある方が働く上で社会に求めているこ

とは、障がいへの理解です。 

ストローク会では、「障がいが 

あっても、支援があれば働ける」 

をメッセージにアピールしつづけ 

ています。 

 

日本カラーアートセラピー協会 

 カラーアートセラピー（色彩芸術心理療法）を

活用し、心の健康支援等の事業を行なっています。 

 東日本大震災で被災された方々の心のケアに携

わったり、中学生のキャリア支援で講演や将来の

セラピストを育成する講座等も実施。 

 また、重度心身障がい児のサポートをしている

NPOと放課後支援を行なったり、 

手話ダンサーと「手話ダンス 

ワークショップ」を開催する等、 

常に新たな試みを行ないながら、 

発展しています。  



    

英語を使って楽しく学ぼう♪  

ワークショップ 「命を救った外交官-杉原千畝」  

日時 ：2014年3月28日(金) 15時～17時  

場所 ：東京大学教育学部附属中等教育学校  

       (東京都中野区南台1-15-1) 

対象 ：興味のある方はどなたでもご参加いただけます。  

参加費 ：2,000円  

問合せ ：NPO法人ホロコースト教育資料センター Kokoro 

      【MAIL】holocaust@tokyo.email.ne.jp 

※詳細はこちら ⇒ http://bit.ly/1ah2Svl 

多読のことが何でもわかる！ 

第2回 多読祭り 

日時 ：2014年3月30日（日） 10時30分～16時45分 

場所 ：新宿NPO協働推進センター2階多目的室 

      （新宿区高田馬場4-36-12） 

参加費 ：無料 

問合せ ：NPO法人 多言語多読 

      【電話・FAX】03-6279-3973 

      【MAIL】tadokuorg@gmail.com  

※詳細はこちら ⇒ http://tadoku.org/ 

市民とNPOの交流サロン 

心に風邪をひいていませんか？ 

日時 ：2014年3月31日（月） 14時～16時 

場所 ：新宿NPO協働推進センター401会議室 

      （新宿区高田馬場4-36-12） 

語り手  ：NPO法人 ファミリーカウンセリングサービス 

参加費 ：1000円 

問合せ ：一般社団法人 新宿NPOネットワーク協議会 

      【電話】03-5206-6527  

      【MAIL】hiroba@s-nponet.net 

 

＜イベント情報掲載依頼方法＞ 

◆対象期間：開催日が2014年4月16日～5月15日 

◆募集締切：2014年3月15日（土） 

◆対象団体：当センター登録団体 

◆掲載件数：7件（1団体1号につき1件まで。応募

が多い場合は、開催地が当センターや新宿区内のイ

ベントを優先させていただきます。） 

◆申込方法：タイトル、日時、場所、参加費、問合

せ先を、新宿NPO協働推進センターまで、FAX又は

メールにてご連絡ください。 

センター登録団体のイベント情報や、活動に役立つ講座等を紹介します！ 

 社会貢献団体といっても活動目的や内容は

多種多様。そんな団体のことを、気軽に、楽

しみながら知ってほしい…という想いで、

2014年5月18日（日）に、「NPOセンター

まつり新宿2014」を開催予定です。 

 2月6日（木）には、第1回実行委員会を開

催。まつり全体の企画や広報、当日の運営方

法などを検討しはじめました。 

 「まつり」らしい、ポップなサブタイトル

案もできたのですが…これはまた後日、みな

さまにお伝えしたいと思います。 

 実行委員会の活躍を、どうぞお楽しみに。 

＜実行委員のみなさま＞ ※敬称略 

  ・建築ネットワークセンター 

  ・Joy Study Project 

  ・新宿区ウオーキング協会 

  ・日本青少年音楽芸能協会 

１班 ・企業の本職を活かした支援 

   ・観光、防災、健康に関する協働 

  

２班 ・NPO側も、企業理念を理解した上で連絡し

てほしい 

   ・企業だけでなく、地域にいる人たちも巻き

込むことで関係性が広がる 

  

３班 ・多世代が参加できる場をつくる 

   ・町歩きで外国人に日本を知ってもらう 

 各班で共通していたのは、NPOは企業について、企業はNPOについて、お互いに持っているもの、足りな

いものを理解していく必要があるという意見でした。足りないものを補完し合うことで協働の意味合いが出

てくる、ということを確認できました。 

◆グループディスカッション 

 

 事例紹介後は、NPOと企業の方々が混ざり合ってのグループディスカッ 

ション。8～9名ずつ、6グループに分かれて行ないました。 

 過去に行なった協働事例などについて紹介し合い、「企業とNPOが協働す 

るためにはどうすればいいか」について意見交換を行ないました。 

 ここで、少しずつはありますが、各班から出された意見やキーワードをご 

紹介します。 

４班 ・企業の会議室をNPOに利用してもらうこ

とによって交流のきっかけとなる 

   ・NPOと企業の窓口が必要 

 

５班 ・NPOも企業を理解する必要がある 

   ・出会いの場があると発想が広がる 

 

６班 ・NPOと企業との連携の在り方について 

    （資金調達、広報、物資など） 

  

◆交流を終えて・・・ 

 

 最後は、名刺交換と自由交流。 

 和やかな雰囲気の中、交流会を終えることができました。 

 

 「顔の見える関係」を築く、お互いの理解への第一歩として開催

した交流会。参加企業や参加団体から大変好評をいただきました。

参加したNPOから、交流会後に企業とコンタクトを取り、協働の話

が進んでいるという報告もあります。 

 

 今回のように立場の違う組織や個人が知り合う場を提供し、とも

に地域の課題を解決するための事業が生まれるきっかけをつくるこ

とが、センターの役割としていかに大切か、改めて認識できたよう

に思います。今後も、テーマや対象を工夫しながら、交流の場をつ

くってまいります。 


